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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マンニトールを含むオリゴ糖を含む組成物を毛髪に塗布する段階を含む縮毛矯正方法。
【請求項２】
　オリゴ糖が二糖である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　二糖がイソマルトである請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　組成物中のオリゴ糖のレベルが全組成物の０．２から５重量％である請求項１から３の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　組成物がさらに毛髪スタイリングポリマーを含む請求項１から４のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項６】
　ｉ）請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物を毛髪に塗布する段階と、
ｉｉ）毛髪を１００℃以上の温度に加熱する段階と、
を含む請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　毛髪を１５０℃以上の温度に加熱する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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　縮毛矯正を行うためのマンニトールを含むオリゴ糖の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は整髪用組成物および整髪方法に関する。本発明は縮毛矯正に関連して特に有利
である。
【背景技術】
【０００２】
　現在の毛髪商品市場には、ヘアスプレー、ムース、ジェル、ローションおよびワックス
のような多様な範囲の整髪用製品が存在している。これらの組成物中の有効物質は一般に
膜形成剤、樹脂、ガムおよび／または粘着性ポリマーである。
【０００３】
　市場の整髪商品は所望の整髪効果に基づいて様々なサブセットに分類できる。そのよう
なサブセットの１つが縮毛矯正用製品である。
【０００４】
　縮毛矯正処理を行った毛髪に関する問題は、縮毛矯正処理を行った後で毛髪のボリュー
ムが増し、ふわふわした見掛けになり易いことであり、特に高湿度条件下で毛髪が手に負
えない状態になる。
【０００５】
　糖および糖誘導体は毛髪手入れ用組成物に添加されてきた無数の化合物の１つのクラス
である。
【０００６】
　ＷＯ２００６／０６１６７８は、サッカロース代用品を含む配合物による強化湿潤効果
を開示している。
【０００７】
　ＷＯ２００４／０３７２１７は、糖類と膜形成剤とを含む熱活性化持続性整髪用組成物
を記載している。
【０００８】
　しかしながら、すべての糖が同じではないこと、および、すべての糖がケラチン様繊維
に塗布されたときに同じ特性を付与しないことは明らかである。
【０００９】
　本発明はここに、特定のオリゴ糖を含有する組成物が縮毛矯正に使用できること、およ
び、高湿度条件下でこのストレートヘアスタイルを維持できることを知見した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】国際公開第２００６／０６１６７８号
【特許文献２】国際公開第２００４／０３７２１７号
【発明の概要】
【００１１】
　本発明は、マンニトールを含むオリゴ糖を含む組成物を毛髪に塗布する段階を含む整髪
方法に関する。
【００１２】
　本発明はさらに、整髪および／または縮毛矯正を目的としたマンニトールを含むオリゴ
糖の使用に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の組成物は、マンニトールおよび／またはソルビトールを含むオリゴ糖を含み、
好ましくはオリゴ糖が二糖、最も好ましくはイソマルトである。イソマルトは、１－Ｏ－
α－Ｄ－グルコピラノシド－Ｄ－マンニトールと６－Ｏ－α－Ｄ－グルコピラノシド－Ｄ
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－ソルビトールとの組合せである。
【００１４】
　糖は還元糖または非還元糖であり得るが、還元糖が好ましい。
【００１５】
　全配合物中に存在する二糖のレベルは、０．０５重量％から４９重量％、より好ましく
は０．２重量％から５重量％、最も好ましくは０．５重量％から３重量％である。
【００１６】
　本発明の多くの形態において、組成物がスタイリング助剤を含むのが極めて望ましい。
【００１７】
　本発明において特に有用なスタイリング助剤は毛髪スタイリングポリマーである。毛髪
スタイリングポリマーは、公知の市販品であり、ポリマーをカチオン性、アニオン性、両
性または非イオン性とする部分を含有している多くのこのようなポリマーが市場で入手可
能である。ポリマーは合成ポリマーでもよくまたは天然由来でもよい。
【００１８】
　ビニルポリマー特にブロックコポリマーのようなスタイリング助剤が好ましい。
【００１９】
　毛髪スタイリングポリマーの量は組成物の全重量を基準として、０．１から１０重量％
、好ましくは０．５から８重量％、より好ましくは０．７５から６重量％の範囲でよい。
【００２０】
　アニオン性毛髪スタイリングポリマーの例は：
酢酸ビニルとクロトン酸とのコポリマー；
酢酸ビニルとクロトン酸とネオデカン酸ビニルのようなアルファ分枝をもつ飽和脂肪族モ
ノカルボン酸のビニルエステルとのターポリマー；
エタノールまたはブタノールのような１から４個の炭素原子を含有する飽和アルコールで
５０％エステル化されたメチルビニルエーテルと無水マレイン酸とのコポリマー（モル比
約１：１）；
アニオン性ラジカル含有部分としてアクリル酸またはメタクリル酸を含有している他のモ
ノマーとのアクリルコポリマー、たとえば、アクリル酸またはメタクリル酸と１から２２
個の炭素原子を有している１種以上の飽和アルコールとのエステル（たとえば、メチルメ
タクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、
ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｎ－
ヘキシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、ラウリルメタクリレートおよびベヘ
ニルアクリレート）；
１から６個の炭素原子を有しているグリコール（たとえば、ヒドロキシプロピルメタクリ
レートおよびヒドロキシエチルアクリレート）；
スチレン；ビニルカプロラクタム；酢酸ビニル；アクリルアミド；アルキル基に１から８
個の炭素原子を有しているアルキルアクリルアミドおよびメタクリルアミド（たとえば、
メタクリルアミド、ｔ－ブチルアクリルアミドおよびｎ－オクチルアクリルアミド）；お
よび他の相溶性不飽和モノマーである。
【００２１】
　ポリマーはまた、ポリジメチルシロキサンのようなグラフトシリコーンを含有し得る。
【００２２】
　好適なアニオン性毛髪スタイリングポリマーの具体例は：
ＲＥＳＹＮａ　２８－２９３０、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈから入手可能（酢酸ビ
ニル／クロトン酸／ネオデカン酸ビニルコポリマー）；
ＵＬＴＲＡＨＯＬＤａ　８、ＢＡＳＦから入手可能（ＣＴＦＡ名称アクリレート／アクリ
ルアミドコポリマー）；
ＧＡＮＴＲＥＺａＥＳシリーズ、ＩＳＰ　ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能（メチル
ビニルエーテルと無水マレイン酸とのエステル化コポリマー）である。
【００２３】
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　その他の好適なアニオン性毛髪スタイリングポリマーはカルボキシル化ポリウレタンを
含む。カルボキシル化ポリウレタン樹脂は、カルボキシル側基を有しておりヒドロキシル
末端で終結した直鎖状コポリマーである。それらは少なくとも１つの末端でエトキシル化
および／またはプロポキシル化され得る。カルボキシル基はカルボン酸基またはエステル
基でよく、エステル基のアルキル部分は１から３個の炭素原子を含有している。カルボキ
シル化ポリウレタン樹脂はまた、ポリビニルピロリドンとポリウレタンとのコポリマーで
もよく、ＰＶＰ／ポリカルバミルポリグリコールエステルというＣＴＦＡ名称を有してい
る。適当なカルボキシル化ポリウレタン樹脂は、欧州特許公開０６１９１１１および米国
特許第５，０００，９５５号に開示されている。他の適当な親水性ポリウレタンは、米国
特許第３，８２２，２３８号；第４，１５６，０６６号；第４，１５６，０６７号；第４
，２５５，５５０号；および第４，７４３，６７３号に開示されている。
【００２４】
　ｔ－ブチルアミノエチルメタクリレートのようなモノマーに由来のカチオン性基および
アクリル酸またはメタクリル酸のようなモノマーに由来のカルボキシル基を含有できる両
性毛髪スタイリングポリマーも本発明に使用できる。両性毛髪スタイリングポリマーの具
体例の１つは、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎによって販売されているＡｍｐｈｏｍｅｒａ（オクチルアクリルアミド／
アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー）である。
【００２５】
　非イオン性毛髪スタイリングポリマーの例は、Ｎ－ビニルピロリドンのホモポリマーお
よびＮ－ビニルピロリドンと酢酸ビニルのような相溶性非イオン性モノマーとのコポリマ
ーである。Ｎ－ビニルピロリドンを含有する様々な重量平均分子量の非イオン性ポリマー
がＩＳＰ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されており、このような材料の具体例は、Ｐ
ＶＰ　Ｋ－９０という名称で販売されている平均分子量約６３０，０００のＮ－ビニルピ
ロリドンのホモポリマー、および、ＰＶＰ　Ｋ－１２０という名称で販売されている平均
分子量約１，０００，０００のＮ－ビニルピロリドンのホモポリマーである。
【００２６】
　他の適当な非イオン性毛髪スタイリングポリマーは、架橋したシリコーン樹脂またはガ
ムである。具体例は、欧州特許公開０２４０３５０に記載されているような硬質シリコー
ンポリマーおよびＷＯ　９６／３１１８８に記載されているような架橋シリコーンガムを
含む。
【００２７】
　カチオン性毛髪スタイリングポリマーの例は、低級アルキルアミノアルキルアクリレー
トのようなアミノ官能アクリレートモノマーまたはジメチルアミノエチルメタクリレート
のようなメタクリレートモノマーとＮ－ビニルピロリドン、ビニルカプロラクタム、アル
キルメタクリレート（たとえばメタクリル酸メチルおよびメタクリル酸エチル）およびア
ルキルアクリレート（たとえば、アクリル酸エチルおよびアクリル酸ｎ－ブチル）のよう
な相溶性モノマーとのコポリマーである。
【００２８】
　好適なカチオン性毛髪スタイリングポリマーの具体例は：
Ｎ－ビニルピロリドンとジメチルアミノエチルメタクリレートとのコポリマー、ＩＳＰ　
ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからＣｏｐｏｌｙｍｅｒ　８４５、Ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ　９３７
およびＣｏｐｏｌｙｍｅｒ　９５８として入手可能；
Ｎ－ビニルピロリドンとジメチルアミノプロピルアクリルアミドまたはメタクリルアミド
とのコポリマー、ＩＳＰ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからＳｔｙｌｅｚｅａ　ＣＣ１０とし
て入手可能；
Ｎ－メチルピロリジンとジメチルアミノエチルメタクリレートとのコポリマー；
ビニルカプロラクタム、Ｎ－ビニルピロリドンおよびジメチルアミノエチルメタクリレー
トのコポリマー；
ポリクアテルニウム－４（ジアリルジモニウムクロリドとヒドロキシエチルセルロースと
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のコポリマー）；
ポリクアテルニウム－１１（硫酸ジエチルとビニルピロリドン－ジメチルアミノエチルメ
タクリレートコポリマーとの反応によって形成される）、ＩＳＰからＧａｆｑｕａｔａ　
７３４、７５５および７５５Ｎとして、また、ＢＡＳＦからＬｕｖｉｑｕａｔａ　ＰＱ１
１として入手可能；
ポリクアテルニウム－１６（メチルビニルイミダゾリウムクロリドとビニルピロリドンと
から形成される）、ＢＡＳＦからＬｕｖｉｑｕａｔａ　ＦＣ　３７０、ＦＣ　５５０、Ｆ
Ｃ　９０５およびＨＭ－５５２として入手可能；
ポリクアテルニウム－４６（ビニルカプロラクタムおよびビニルピロリドンとメチルビニ
ルイミダゾリウムメトスルフェートとの反応によって製造される）、ＢＡＳＦからＬｕｖ
ｉｑｕａｔａＨｏｌｄとして入手可能；
を含む。
【００２９】
　適当な天然存在毛髪スタイリングポリマーの例は、セラック、アルギン酸塩、ゼラチン
、ペクチン、セルロース誘導体およびキトサンまたはそれらの塩および誘導体を含む。市
販品の例は、Ｋｙｔａｍｅｒａ（Ａｍｅｒｃｈｏｌ製）およびＡｍａｚｅａ（Ｎａｔｉｏ
ｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ製）を含む。
【００３０】
　さらに、ＷＯ　９３／０３７０３に記載されたイオン性コポリマー、ＷＯ　９３／２３
４４６に開示されたポリシロキサングラフトポリマー、ＷＯ　９５／００１０６またはＷ
Ｏ　９５／３２７０３に記載されたシリコーン含有ポリカルボン酸コポリマー、ＷＯ　９
５／０１３８３、ＷＯ　９５／０６０７８、ＷＯ　９５／０６０７９およびＷＯ　９５／
０１３８４に記載された熱可塑性エラストマー系コポリマー、ＷＯ　９５／０４５１８ま
たはＷＯ　９５／０５８００に開示されたシリコーングラフト化粘着性ポリマー、ＷＯ　
９６／２１４１７に教示されたシリコーンマクログラフト化コポリマー、ＷＯ　９６／３
２９１８のシリコーンマクロマー、ＷＯ　９８／４８７７０またはＷＯ　９８／４８７７
１またはＷＯ　９８／４８７７２またはＷＯ　９８／４８７７６の粘着性ポリマー、ＷＯ
　９８／５１２６１のグラフトポリマーおよびＷＯ　９８／５１７５５に記載されたグラ
フトコポリマーも本発明の組成物中に任意成分として好適に使用される。
【００３１】
　上記ポリマーのあるものについては、溶解度／分散度を増進するために酸性基をある程
度中和することが必要であろう。適当な中和剤の例は、２－アミノ－２－メチル－１，３
－プロパンジオール（ＡＭＰＤ）、２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール
（ＡＥＰＤ）、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（ＡＭＰ）、２－アミノ－１
－ブタノール（ＡＢ）、モノエタノールアミン（ＭＥＡ）、ジエタノールアミン（ＤＥＡ
）、トリエタノールアミン（ＴＥＡ）、モノイソプロパノールアミン（ＭＩＰＡ）、ジイ
ソプロパノールアミン（ＤＩＰＡ）、トリイソプロパノールアミン（ＴＩＰＡ）およびジ
メチルステアラミン（ＤＭＳ）を含む。ＵＳ　４，８７４，６０４に記載されているよう
に、ステアラミドプロピルジメチルアミンまたはラウラミドプロピルジメチルアミンのよ
うな長鎖アミン中和剤を使用してもよい。また、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムおよ
びホウ砂のような無機中和剤も適当である。上記中和剤のいずれかの混合物を使用しても
よい。中和剤の量は、全組成物の約０．００１から約１０重量％の範囲であろう。
【００３２】
　本発明の組成物は、毛髪手入れ用組成物、特に整髪目的の製品に配合される。組成物は
ヒトの毛髪の整髪に使用されるのが好ましく、そのような製品として包装および表示され
るのがより好ましい。
【００３３】
　塗布後に直ちに（塗布後１０分、好ましくは１時間以内に）洗い落とさずに毛髪に保持
される製品が好ましい。このような製品は通常は“リーブオン”製品と呼ばれる。
【００３４】
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　好ましい製品形態は、ジェル、ムース、スプレーおよびエアゾールのようなリーブオン
配合物である。
【００３５】
　このような整髪用製品は多くの場合、担体および別の追加成分を含有している。このよ
うな製品に配合するために必要な担体および追加成分は製品のタイプによって様々であり
、当業者が常套的に選択できる。これらの担体および追加成分のいくつかについて以下に
記載する。
【００３６】
　本発明の毛髪手入れ用組成物は、毛髪への塗布に適した担体またはこのような担体の混
合物を含むことができる。担体は、組成物の約０．５％から約９９．５％、好ましくは約
５．０％から約９９．５％、より好ましくは約１０．０％から約９８．０％の量で存在す
る。この文中に使用した“毛髪への塗布に適した”という表現は、担体が毛髪の美観を損
なったりマイナスの影響を与えたりしないことまたは下にある皮膚の炎症を起こさないこ
とを意味する。
【００３７】
　本発明の組成物は、緩衝剤またはｐＨ調整剤を含む。好ましい緩衝剤またはｐＨ調整剤
は、グリシン／水酸化ナトリウム、クエン酸、乳酸、コハク酸、酢酸およびそれらの塩の
ような弱酸および弱塩基を含む。多くの場合、クエン酸ナトリウムとクエン酸のような混
合緩衝系が使用される。
【００３８】
　本発明の毛髪手入れ用組成物に使用するための適当な担体はたとえば、ヘアスプレー、
ムース、トニック、ウォーター、クリーム、ジェル、シャンプー、コンディショナーおよ
びリンスの配合に使用される担体を含む。適切な担体の選択は配合される個々の製品に左
右される。この文中に使用される担体は、毛髪手入れ用組成物で慣用の広範囲の成分を含
むことができる。担体は、使用されるスタイリング化合物を溶解または分散させる溶媒を
含有でき、水、Ｃ１－Ｃ６アルコール、低級酢酸アルキルおよびそれらの混合物が好まし
い。担体はまた、アセトン、炭化水素（たとえばイソブタン、ヘキサン、デセン）、ハロ
ゲン化炭化水素（たとえばフレオン）およびシクロメチコーンのような揮発性シリコーン
などの多様な追加材料を含有できる。
【００３９】
　毛髪手入れ用組成物が、ヘアスプレー、トニック、ジェルまたはムースであるとき、好
ましい溶媒は、水、エタノール、揮発性シリコーン誘導体およびそれらの混合物を含む。
このような混合物に使用される溶媒は互いに混和性でもよくまたは不混和性でもよい。ム
ースおよびエアゾールヘアスプレーはまた、材料を泡（ムースの場合）または均一な微細
噴霧（エアゾールヘアスプレーの場合）として噴出するために慣用の噴射剤のいずれかを
利用できる。
【００４０】
　適当な噴射剤の例は、トリクロロフルオロメタン、ジクロロジフルオロメタン、ジフル
オロエタン、ジメチルエーテル、プロパン、ｎ－ブタンまたはイソブタンのような材料を
含む。低粘度を有しているトニックまたはヘアスプレー製品には乳化剤も利用できる。適
当な乳化剤の例は、非イオン性、カチオン性、アニオン性の界面活性剤またはそれらの混
合物を含む。このような乳化剤を使用する場合、乳化剤は組成物の全重量を基準として好
ましくは約０．０１重量％から約７．５重量％のレベルで存在する。噴射剤のレベルは所
望に応じて調整できるが、一般にムース組成物の場合には全重量を基準として約３重量％
から約３０重量％、エアゾールヘアスプレー組成物の場合には全重量を基準として約１５
重量％から約５０重量％である。
【００４１】
　整髪用クリームまたはジェルはまた典型的には構造化剤または増粘剤を典型的には０．
０１重量％から１０重量％の量で含有する。
【００４２】



(7) JP 5600295 B2 2014.10.1

10

20

30

40

50

　適当なスプレー容器は当業界で公知であり、慣用の非エアゾールポンプスプレーすなわ
ち“アトマイザー”、上記に記載の噴射剤を有しているエアゾール容器または缶、また、
圧縮空気を噴射剤として利用するポンプエアゾール容器を含む。
【００４３】
　配合物は、界面活性剤、毛髪用の適当なカチオン性コンディショナー、第四級シリコー
ンポリマー、シリコーン基材コンディショナーおよびそれらのエマルション、ならびに、
アミノ官能シリコーンおよびそれらのエマルションのようなコンディショニング材料を含
み得る。
【００４４】
　すべての製品形態に適した別の汎用成分は、日光遮蔽剤、ふけ防止有効物質、ヘアシャ
ンプーおよびコンディショナー組成物用カルボン酸ポリマー増粘剤、ならびに、本発明の
組成物の様々な担体成分を乳化する乳化剤を含む。
【００４５】
　本発明の組成物はまた、毛髪手入れ用の適当な添加剤を含有し得る。一般にこのような
成分は個々に全組成物の２、好ましくは１重量％以下のレベルで含まれる。適当な毛髪手
入れ用添加剤はアミノ酸、糖およびセラミドを含む。本発明の方法は、本発明の組成物を
塗布し次いで加熱する段階を含む。毛髪を１００℃以上、好ましくは１５０℃以上、より
好ましくは１８０℃以上の温度に加熱する。
【００４６】
　以下の非限定実施例は本発明の好ましい実施態様をより詳細に説明する。実施例および
この明細書を通じて言及したすべてのパーセンテージは、他の指示がない限り全重量を基
準とした重量％である。
【実施例】
【００４７】
　ヨーロッパ人の暗褐色縮毛のヘアピース（２グラムおよび２５ｃｍ）を２％の糖溶液に
１時間浸漬し、ウェットツードライホットアイロンを使用してストレートヘアに整髪した
。最終アイロン処理の後、ヘアピースを少なくとも５回櫛梳きした。これは、予測される
粘着性糖の表面効果を低減または除去するためであった。
【００４８】
　ヘアピースを３０℃および８０％相対湿度で３時間静置した。
【００４９】
【表１】

シリコーンはＤｏｗ　Ｃｏｗｎｉｎｇ製、
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ＧＰＭは１－０－アルファ－Ｄ－グルコピラノシド－Ｄ－マンニトールである。
【００５０】
　表１はイソマルトおよびその成分の１つであるＧＰＭがシリコーンエマルションに比較
して有意な縮毛矯正効果を有することを示す。
【００５１】
　表２は、イソマルトおよび他の２種類の糖、すなわちスクロースおよびフルクトースを
それぞれ使用したときの縮毛矯正後の初期ボリュームからのボリューム増加のパーセンテ
ージを示す。
【００５２】
【表２】

　イソマルトによってトリートメントした毛髪はフルクトースまたはスクロースによって
トリートメントした毛髪に比較してボリュームが減少していた。
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